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研究成果の概要：本研究では、日本古典文学の基盤をなす、王朝文芸の享受史について、文学

史的な観点にとどまらず、美術史学的・歴史学的な観点なども視野に収めつつ、ひろく日本文

化史を通観した。とくにニューヨーク・パブリック・ライブラリとメトロポリタン美術館およ

びバーク・コレクション、ダブリンのチェスタービーティー・ライブラリ、パリ国立図書館な

ど、在外のコレクションに秘蔵されている図像資料の調査研究において大きな成果を得ること

ができた。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 5,700,000 0 5,700,000 

2007年度 4,600,000 1,380,000 5,980,000 

2008年度 5,100,000 1,530,000 6,630,000 

年度    

  年度    

総 計 15,400,000 2,910,000 18,310,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学･日本文学 

キーワード：日本文化史･日本文学史･近世絵画史･『源氏物語』享受史･海外コレクション調査 

 
１．研究開始当初の背景 
 王朝文芸の享受史に関しては、文学史的な
観点からの研究が主流であるとともに、中
世・近世・近代といった時代区分の枠内での
考察が中心となっており、通史的な観点から
俯瞰することは困難であった。また美術史
学・歴史学などの隣接諸学との連携も深めら
れておらず、開かれた議論が成り立ちにくい
状況にあった。 
２．研究の目的 
 開かれた学際的な研究を目指すとともに、
中世・近世・近代を通時的に見渡して、王朝
文化の享受史を構築することを目論んだ。ま

た、美術史学・歴史学などの隣接諸学との連
携を積極的に図るべく協働体制を敷いた。 
３．研究の方法 
 王朝文学・中世文学・近世文学の各専門家
を軸とするチームを編成するとともに、美術
史学の専門家との協働シフトを取りつつ、大
学院生の研究協力者を適宜配置することで、
円滑な調査・研究活動を行うことができた。
また、海外の研究協力者にも美術史学的な見
地からのサポートを得ることで、万全の体制
を敷くことができた。 
４．研究成果 
 別途報告書を作成したとおり、きわめて充
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实した成果を挙げることができた。また本研
究の成果をまとめて公刊した『源氏物語と江
戸文化』（森話社、2008）も大きな反響を呼
び、充实した活動であったことが証明された。 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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